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システムの高応答化を加速する
光ネットワーク

「SSCNETⅢ／H」

技術と信頼を
受け継ぎながら、
想像を超えた進化へ。

モーションと多彩な関連機器が
響き合う。
三菱電機ならではの
サーボシステムコントローラ

New

シャフトモーターとの接続が容易になりました！

サーボシステムの可能性を
さらに広げるパートナー。
装置革新を実現する
シャフトモーター。

QD77MS

回生オプション
(オプション)

SSCNETⅢ/H対応サーボシステムコントローラ
Q173DSCPU
Q172DSCPU

注) 1. MR-J4-350B以下の場合の接続例です。実際の接続については、『MR-J4-_B サーボアンプ技術資料集』を参照してください。
2. 表示部カバーを開いた状態の写真です。

軸設定部 (注2)
表示部 (注2)

USB通信用コネクタ (CN5)

SSCNETⅢ/H接続用コネクタ (CN1A)

SSCNETⅢ/H接続用コネクタ (CN1B)

STO入出力信号用コネクタ (CN8)

入出力信号用コネクタ (CN3)

ノーヒューズ遮断器 (MCCB)

チャージランプ

エンコーダ用コネクタ 
(CN2)

電磁接触器 (MC)

力率改善DCリアクトル (オプション)

サーボモータ電源ケーブル (オプション)

SSCNETⅢケーブル 
(オプション)

SSCNETⅢケーブル 
(オプション)

エンコーダケーブル
 (オプション)

＜MR-J4-B-J001 周辺機器との接続＞

MR-J4-Bと周辺機器の接続を示します。

FX2N-_GM FX2N-_PG

GOT

QD70P_ QD70D_
QD75P_N QD75D_N
LD75P_ LD75D_

回生オプション
(オプション)

注) 1. MR-J4-350A以下の場合の接続例です。実際の接続については、『MR-J4-_A サーボアンプ技術資料集』を参照してください。
2. 表示部カバーを開いた状態の写真です。

設定部 (注2)表示部 (注2)

USB通信用コネクタ (CN5)

STO入出力信号用コネクタ (CN8)

アナログモニタ出力用コネクタ (CN6)

RS-422通信用コネクタ (CN3)

入出力信号用コネクタ (CN1)

チャージランプ

中継端子台を経由して各信号を配線します。

シーケンサI/Oや機械の操作盤に接続します。

ノーヒューズ遮断器 (MCCB)

電磁接触器 (MC)

力率改善DCリアクトル (オプション)

MR-J4-B 周辺機器との接続

＜MR-J4-A-J001 周辺機器との接続＞

MR-J4-Aと周辺機器の接続を示します。

MR-J4-A 周辺機器との接続（注1） （注1）

リニアエンコーダーは、三菱電機推奨品が使用可能。

U
V
W

シャフトモーター

エンコーダ用コネクタ 
(CN2)

サーボモータ電源ケーブル (オプション)

エンコーダケーブル
 (オプション)

U
V
W

シャフトモーター

リニアエンコーダーは、三菱電機推奨品が使用可能。



■ 特長

■ 構造と動作原理

幅広い製品ラインアップ
・ 幅広く標準品を取り揃えている。
・ お客様のニーズに合わせた設計にもご対応。
・ 短納期への対応も可能。

GHC独自のシンプル設計
・ 効率が高く、 短いコイル長で大きい推力を得られる。
・ 摩擦がないため、メンテナンスフリー、 音がなく塵も発生しない。

高い精度
・ 高い応答精度。
・ 摩擦による熱膨張がない。
・ コア（鉄）を使っていないため動作ムラ（コギング）がない。
・ コアレスタイプのリニアモーターなので、高応答、高精度を実現可能。

簡単な組み付けが可能
・ コイル ・ シャフト間のギャップが大きく、 偏心による推力への影響がない。
・ コイル ・ シャフト間に吸着力がない。
・ シャフト形状で従来のボールねじからの置き換えも容易。

シャフト軸は磁石をN極同士、S極同士を接合し
た構造になっており、接合部から強い磁力線が
発生しています。
このシャフトを取り囲むコイルに電流が流れる
と磁界が発生し、フレミングの左手の法則によ
り推力が発生します。
この推力によって、コイル（可動子）が直接運動
を起こします。可動子を固定するとシャフトが
動きます。
また、従来のリニアモーターと違い、磁石の磁束
を360度無駄なく有効利用しているため、高効
率で大きな推力を生み出しています。

特長的な駆動方式

シャフトモーターのメリット

パラレル駆動

マルチ駆動サーボアンプ



シリーズ体系 （標準機種、カスタマイズ機種に加え、新機種も順次追加）

単軸ロボット

小型化

マルチ
スライダー化

ハイスペック化

高精度化

大型化

モジュール化

パラレル駆動
パラレル駆動

 

ユニット （シャフトモーターを組み込んだユニットを　　　　が提供）

外形寸法例

L2
（支持部長）（支持部長）

L2
（支持部長）（支持部長）A（可動子長）

L（シャフト長）
L（シャフト長）=ストローク＋A（可動子長）＋2×L2（）支持部長

P（取付けピッチ）

配線長300㎜

（取
付け
ピッ
チ）

P1
（取
付け
ピッ
チ）

P1

M×ℓ（取付け穴）

D G（ギャップ）

B（
可
動
子
巾
）

B（可動子巾）

D1

カタログ掲載機種

カスタマイズ実績機種

新機種（順次リリース）

Lシリーズ
（ラージギャップモデル）

SSシリーズ
（ショートコイルモデル）

Xシリーズ
（バージョンアップモデル）

GHRシリーズ
（単軸ロボットモデル）

Sシリーズ
（スタンダードモデル）



仕　　様

注1） 室温20℃における仕様です。定格は可動子（コインアセンブリ）内部のコイル表面で、昇温110Kの値です。
注2） シャフト全長は上記のデータにより下記の計算式で求めます。

シャフト全長L＝ストロークS＋可動子（コイルアセンブリ） 長A＋支持部長L2×2（㎜）

シ
リ
ー
ズ

仕様 可動子 シャフト 組合せアンプ

シャフト径 定格
推力

加速
推力

定格
電流

加速
電流 長さ 断面 質量 取付ピッチ 取付ねじ 穴径 ギャップ シャフト径 標準

ストローク ストローク対指示部長 Ｊ４アンプ
容量

Ｄ（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） Ａ（ ） Ｂ（ ） （ ） Ｐ（ｍｍ） Ｐ１（ｍｍ） Ｍｘｌ（ｍｍ） Ｄ１（ｍｍ） Ｄ（ ） Ｓ（ｍｍ） Ｓ（ｍｍ） 支持部長Ｌ２（ｍｍ） （ ）

Ｓ
シ
リ
ー
ズ

（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
モ
デ
ル
）

± ± ± お問い合わせ下さ
い

± ± ± 間隔

± ± ± 間隔

± ± ± 間隔

± ± ± 間隔

± ± ± 間隔

± ± ± 間隔

± ± ± 間隔

± ± ± 間隔

± ± ± 間隔

± ± ± 間隔

± ± ± 間隔

Ｌ
シ
リ
ー
ズ

（
ラ
ー
ジ
ギ
ャ
ッ
プ
モ
デ
ル
）

詳細は、お問い合わせ下さい

± ± ± 間隔

± ± ± 間隔

詳細は、お問い合わせ下さい

詳細は、お問い合わせ下さい

詳細は、お問い合わせ下さい

詳細は、お問い合わせ下さい

シ
リ
ー
ズ

（
シ
ョ
ー
ト
コ
イ
ル
モ
デ
ル
）

詳細は、お問い合わせ下さい

詳細は、お問い合わせ下さい

詳細は、お問い合わせ下さい

詳細は、お問い合わせ下さい

シ
リ
ー
ズ

（
）

詳細は、お問い合わせ下さい

詳細は、お問い合わせ下さい

詳細は、お問い合わせ下さい

シ
リ
ー
ズ



■ 選定条件例

a）位置決め時間に設定して移動する場合

ストローク

目標時間

静止時間

制限速度

繰返し回数

繰返し動作後の静止時間

b）台形駆動時の場合

リターン速度

ストローク

ワーク時間

立上り時間

静止時間

静止時間

リターン動作後の静止時間

ストローク

立上り時間

ワーク荷重

テーブル荷重

合計荷重

摩擦係数

ワーク速度

リターン速度

静止時間

繰り返し動作後の静止時間

許容温度上昇

（　　　　　　　　   ）mm

（　　　　　　　　   ）msec

（　　　　　　　　   ）kg

（　　　　　　　　   ）kg

（　　　　　　　　   ）kg

（　　　　　　　　   ）

（　　　　　　　　   ）mm/sec

（　　　　　　　　   ）mm/sec

（　　　　　　　　   ）msec

（　　　　　　　　   ）msec

（　　　　　　　　   ）℃

ストローク

目標時間

ワーク荷重

テーブル荷重

合計荷重

摩擦係数

制限速度

繰り返し回数

静止時間

繰り返し動作後の静止時間

許容温度上昇

（　　　　　　　　   ）mm

（　　　　　　　　   ）msec

（　　　　　　　　   ）kg

（　　　　　　　　   ）kg

（　　　　　　　　   ）kg

（　　　　　　　　   ）

（　　　　　　　　   ）mm/sec

（　　　　　　　 　  ）回

（　　　　　　　 　  ）msec

（　　　　　　　 　  ）msec

（　　　　　　　 　  ）℃

株式会社 ジイエムシーヒルストン
http://www.ghc.co.jp/
info@ghc.co.jp

本　　社
〒999-6105　山形県最上郡最上町富沢大明神4466-1
                      TEL:0233-45-2886  FAX:0233-45-2888
東京支店
〒214-0031　神奈川県川崎市多摩区東生田1-13-1
                      TEL:044-900-7708  FAX:044-922-7976

＊カタログ記載の内容は、予告なしに変更することがあります。

SMM1511-A
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